


























































ほぼ同時期に制作されたロンドンのノートルダム・ド・フランス教会（Eglise Notre-Dame de 
福井大学教育地域科学部紀要（人文科学　外国語・外国文学編），6，201576










































































































































































































































































































































































































































































































































































































典』―諸教会の共通点と相違点―」、『新共同訳 旧約聖書注解Ⅲ 続編注解』（高橋虔、B. シュナイダー監修）所
収、日本基督教団出版局、1993年、481-492頁。
16）『西洋美術解読事典』、349-350頁。
17）Cf. 柳宗玄、中森義宗『キリスト教美術図典』、吉川弘文館、1990 年、81 頁。利倉隆『エロスの美術と物語』、

















婦として描いた『成熟の年齢』L’Age d’homme （1939）などが主だった作品として挙げられる。Cf. Moncef Nabli, 
Judith et Holopherne de Jean Cocteau ― De la référence biblique au traitement poétique ― , in Jean Cocteau 5 ― 
les adaptation ― , textes réunis et présentés par Serge Linarès, Lettres modernes Minard, 2008, pp.168-171.
19）Les murs de Jean Cocteau, commentaire de Jean Cocteau, présenté par Carole Weisweiller, photographies de 



































書（1667, 1696）で言えば、« [Judith et sa servante] étant passées au-delà du camp»という表現がそれに対応す
る（La Bible, traduction de Lemaître de Sacy, Robert Laffont, 1990, p.594.）。ちなみに、カトリックの典礼やミサ
で使用されているバチカン公認のフランス語訳聖書である『典礼聖書』La Bible de la liturgieにおいても、«Les 
deux femmes traversèrent le camp»という同様な表現が用いられている。

































べている（『存在困難』、361頁。Cf. La Difficulté d’être, p.80）。

















































カ ル ト ー ネ
寸下絵を使用するのが不可能だったため、一気呵成に描かれている」という説明
が加えられている。Cf. フレデリック・ハート、ファブリーツィオ・マンチネッリ、ジャンルイジ・コラルッチ
『ミケランジェロ・システィーナ礼拝堂―旧約の世界１―』、撮影：岡村崔、日本語版監修：若桑みどり、日本テ
レビ放送網株式会社、1990年、40頁。
43）サン＝ピエール礼拝堂の内壁を飾る人物像のいくつかは、旧知の写真家リュシアン・クレルグ（1934-2014）
が撮影したジプシーたちの写真を下敷きにして制作されている。この点をめぐって剽窃の謗りを受けたコクトー
は、クレルグの許可を得ていること、「ナダール以来、あらゆる画家たちが写真を利用してきた」ことを指摘
し、さらには、「ミケランジェロやダ・ヴィンチの作品はすべてこのやり方で描かれている。私は彼らの例に
倣ってきた」というサルヴァドール・ダリ（1904-1989）の言葉をも引用しながら、その正当性を主張している
（1959/5/21）。
44）18 世紀の神秘思想家で科学者、神学者、そして政治家でもあったエマヌエル・スウェーデンボルグ（1688-
1772）は、聖パウロが地獄に落ちている姿を幻視し、当時の祖国スウェーデンの国教でもあったプロテスタント
の開祖とされるルターの教義をも厳しく批判した。「カトリックにもプロテスタントにも与せず、しかしあくま
でもキリスト者としてキリスト教を原理的に批判した」彼の姿勢には、どこかコクトーのキリスト教観と重なり
合うところがある。Cf. 高橋和夫『スウェーデンボルグの思想―科学から神秘世界へ―』、講談社現代新書、1995
年、183 頁。ゲーテやバルザック、ドストエフスキーをはじめとする各国の著名な作家たちに多大な影響を与え
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たスウェーデンボルグの著作を、コクトーも読んでいたのだろうか。ちなみに、プロテスタントに対しても否定
的な見方を崩さなかったコクトーだが、「ローマ・カトリック教会が威光のある強力な基盤を備えたローマ帝国
の再来となる」ことを阻止した点については、ルターが果たした役割に一定の評価を与えている（1958/8/15）。
45）日記の中に見られる「偉大なる芸術家？偉大なる哲学者？彼はそうしたもののいずれにもなりたがらなかっ
た。あの偶像破壊主義者は偶像としての自己を抹消する。『私はすべての偶像を打倒し、ついには、あらゆる偶
像の中でも最大の存在である私自身を、打倒するだろう』」（1958/8/15）という言葉からは、キリスト教を真っ
向から否定したニーチェの一切の妥協を許さない姿勢にコクトーが畏敬の念を抱いていたことが察﻿せられる。
46）コクトーは日記の中で、ミサのテレビ中継を話題に取り上げ、それが典礼の簡略化に繋がりかねないことを指
摘した上で、「私は巡礼を肯定するし、典礼も肯定する」（1959/11/22）と述べている。
47）「この日記は私が死ぬまで公刊されないため、思い切って真実を述べることができる」（1953/10/11）という
言葉は、『定過去』という著作の特異な性格を端的に言い表している。この日記集は死後に公刊されることを想
定して書かれたものなのである。同時代の知識人に幻滅を覚えていたコクトーは、未来の読者に期待を寄せて
日々の想念を書き綴ったのだった。この日記集の題名の候補にも挙げられた「胸襟を開いて」«à cœur ouvert»
（1961/1/12）という言葉からは、日々の日記が、彼にとって、アカデミー・フランセーズ会員等の肩書きに縛ら
れることなく、独自に温めてきた思想や信条を憚りなく吐露することができる掛け替えのない場となっていたこ
とが窺える。
福井大学教育地域科学部紀要（人文科学　外国語・外国文学編），6，201598
図1　サン＝ブレーズ＝デ＝サンプル礼拝堂、「薬草図」（1959）
図2　サン＝ブレーズ＝デ＝サンプル礼拝堂、「復活図」（1959）
図3　ノートルダム・ド・フランス教会聖母礼拝堂、「磔刑図」（1960）
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図 5　マティアス・グリューネヴァルト
『イーゼンハイム祭壇画』（1511-1515）
図6　サン＝ピエール礼拝堂、天使像（1956-1957）
図4　ピエロ・デッラ・フランチェスカ
『キリストの復活』（1463-1465）
福井大学教育地域科学部紀要（人文科学　外国語・外国文学編），6，2015100
図 7　サン＝ピエール礼拝堂、「聖ペテロの解放」（1956-
1957）
図8　ジャン・コクトー『ユディットとホロフェルネス』
（1948,1985）
図9　グスタフ・クリムト
『ユディットⅠ』（1901）
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図10　カラヴァッジョ『ホロフェルネスの首を斬るユディット』
（1595-1596）
図11　サンドロ・ボッティチェリ
『ベトリアの町へ凱旋するユディット』（1472）
図 12　サント＝ソスピール荘、
「眠りの精」（1950）
福井大学教育地域科学部紀要（人文科学　外国語・外国文学編），6，2015102
図13　ジャン・コクトー『夢見る牧神』（1957-1958）
図14-1　ミケランジェロ・ブオナローティ、
システィナ礼拝堂天井画（1508-1512）、
男性裸体像（イニューディ）
図14-2　システィナ礼拝堂天井画、男性
裸体像
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図15　システィナ礼拝堂天井画、「アダムの創造」
図16　システィナ礼拝堂天井画、「ユディットとホロフェルネス」
福井大学教育地域科学部紀要（人文科学　外国語・外国文学編），6，2015104
図17　システィナ礼拝堂天井画、「ユディットとホロフェルネス」の
「眠る兵士」像
図18　システィナ礼拝堂天井画、「ユディットとホロフェルネス」と
男性裸体像
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